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書
物
収
蔵
機
関
と
し
て
の
九
州
大
学

　
九
州
大
学
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の

九
州
帝
国
大
学
創
立
以
来
、
長
き
に
わ
た
り
、
膨
大

な
書
物
・
記
録
資
料
を
蒐
集
し
て
き
た
。
明
治
維
新

後
の
混
乱
や
戦
災
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
書
物
・
記

録
資
料
が
失
わ
れ
た
福
岡
に
お
い
て
、
福
岡
藩
校
賛さ
ん

生せ
い
館か
ん
（
西
洋
医
学
の
医
育
機
関
）
を
は
じ
め
と
す
る

前
身
機
関
が
蒐
集
し
た
書
物
を
も
継
承
し
、
現
在
に

伝
え
て
い
る
九
州
大
学
の
書
物
収
蔵
機
関
と
し
て

の
意
義
は
大
き
い
。

　
近
年
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
が
発
行
し
た
『
知

を
つ
む
ぐ
︱
九
州
大
学
の
書
物
た
ち
︱
』（
二
〇
一
九

年
初
版
、
二
〇
二
三
年
第
二
版
）
は
、
こ
れ
ま
で
九

州
大
学
が
蒐
集
し
て
き
た
書
物
・
記
録
資
料
の
中
に

含
ま
れ
る
、
多
様
で
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
分
野
や
地
域
ご
と

に
主
要
な
資
料
群
を
紹
介
し
た「
文
庫・コ
レ
ク
シ
ョ

ン
一
覧
」
に
は
、
受
入
部
局
や
受
入
年
も
記
載
し
て

お
り
、
ど
の
部
局
が
ど
の
よ
う
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

い
つ
受
入
し
た
か
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。『
知
を
つ
む
ぐ
』
は
ウ
ェ
ブ
で
も
公
開
し
て

い
る
た
め
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
が
、
本
稿
で
は
、
近
年
の
調
査
に
よ
る
知
見

を
踏
ま
え
つ
つ
、
九
州
大
学
が
戦
前
ま
で
に
ど
の
よ

う
に
書
物
・
記
録
資
料
を
蒐
集
し
、
蔵
書
の
基
盤
を

構
築
し
て
き
た
か
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　

狩
野
亨
吉
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
書
物

　
九
州
帝
国
大
学
に
附
属
図
書
館
が
創
設
さ
れ
る

以
前
か
ら
存
在
し
た
医
学
部
・
工
学
部
・
農
学
部
に

お
い
て
は
、
各
教
室
で
書
物
が
蒐
集
・
管
理
さ
れ
た

が
、
と
り
わ
け
医
学
部
草
創
期
の
教
授
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
問
の
発
展
史
を
理
解
す
る
こ
と
を
重

視
し
、
最
新
の
文
献
だ
け
で
は
な
く
、
和
漢
洋
の
古

典
文
献
を
積
極
的
に
蒐
集
し
て
い
た
。
明
治
末
か

ら
大
正
期
に
、
眼
科
教
室
初
代
教
授
大お
お

西に
し

克よ
し

知あ
き
らが

、

教
室
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
親
交
が
あ
っ
た
東
京

の
狩か
の
う野

亨こ
う

吉き
ち

（
近
代
日
本
を
代
表
す
る
思
想
家
・
教

育
家
）
よ
り
大
量
の
書
物
を
購
入
し
た
。
大
西
は
、

和
漢
の
古
医
書
だ
け
で
な
く
、
類
書
・
史
書
な
ど
の

大
部
な
参
考
図
書
類
を
も
購
入
す
る
な
ど
、
本
格
的

か
つ
総
合
的
な
図
書
室
の
創
設
を
志
向
し
、
そ
の
規

模
は
他
の
教
室
を
圧
倒
し
た
。
同
じ
く
工
学
部
数
学

物
理
学
教
室
教
授
桑く
わ

木き

彧あ
や
お雄
も
、
戸
畑
鋳
物
会
社

の
鮎
川
義
介
の
資
金
を
も
と
に
、
親
交
が
あ
っ
た
狩

野
よ
り
数
学
天
文
書
を
大
正
期
に
購
入
し
、
そ
れ
は

の
ち
に
桑
木
文
庫
と
称
せ
ら
れ
る
科
学
史
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
っ
た
。
同
じ
時
期
に
大
学
本
部

も
朝
鮮
本
・
人
名
録
・
書
目
類
を
購
入
し
、
そ
れ
は

の
ち
に
法
文
学
部
、
附
属
図
書
館
に
移
管
さ
れ
（
狩

野
文
庫
）、
当
代
随
一
の
本
の
目
利
き
で
あ
る
狩
野
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九
州
大
学
書
物
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根
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志

　
　

蔵
書
の
基
層
に
な
っ
た
狩
野
亨
吉
、
福
岡
図
書
館
、
欧
州
の
学
者
、

　
　

九
州
の
先
賢
ら
の
旧
蔵
書

『三才図会』　／眼科教室旧蔵狩野本　医学図書館所蔵

中国明代に編纂された絵入りの類書（今日の百科事典に類する）で、

寺島良安『和漢三才図会』のモデルとなった。
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が
蒐
集
な
い
し
斡
旋
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
書

店
が
少
な
い
福
岡
で
は
得
難
い
貴
重
な
文
献
が
こ

の
と
き
、
九
州
大
学
に
多
数
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

法
文
学
部
・
附
属
図
書
館
の
書
物
蒐
集

　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
創
設
さ
れ
た
法
文

学
部
で
は
、
文
部
省
の
在
外
研
究
員
制
度
に
よ
り
、

欧
州
に
多
く
の
教
官
を
留
学
さ
せ
、
第
一
次
大
戦
後

の
マ
ル
ク
の
暴
落
に
乗
じ
て
舶
来
の
書
物
を
大
量

に
購
入
し
て
い
た
。
こ
の
際
も
た
ら
さ
れ
た
の
が
、

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
教
授
パ
ウ
ル
・
バ
ル
ト
、
ベ
ル

リ
ン
大
学
教
授
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ト
ゥ
ン
プ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
政
治
家
・
経
済
学
者
グ
ス
タ
フ
・
グ
ロ
ー

ス
、
ベ
ル
ン
大
学
総
長
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ー
ト
マ
ー

ル
の
諸
文
庫
で
あ
っ
た
。

　
翌
年
、
附
属
図
書
館
本
館
が
竣
工
・
開
館
し
、
第

二
代
附
属
図
書
館
長
と
な
っ
た
法
文
学
部
西
洋
史

講
座
教
授
長
壽
吉
を
中
心
に
、
蔵
書
の
構
築
が
開
始

さ
れ
た
。
同
年
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
出
雲
大
社
教

福
岡
分
院
に
設
置
さ
れ
て
い
た
私
立
福
岡
図
書
館

の
旧
蔵
書
を
中
心
と
す
る
約
一
万
冊
の
書
物
が
、
分

院
長
の
廣
瀬
家
よ
り
廣
瀬
文
庫
と
し
て
寄
託
さ
れ

た
。
福
岡
図
書
館
は
、
旧
福
岡
藩
士
や
各
神
社
文
庫

等
の
寄
贈
・
寄
託
に
よ
り
、
揺
籃
期
の
日
本
の
公
共

図
書
館
の
中
で
も
最
大
規
模
を
誇
る
七
万
冊
の
蔵

書
を
擁
し
、
明
治
期
福
岡
に
お
け
る
書
物
収
蔵
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
担
っ
た
。
国
学
者
江
藤
正
澄
蒐
集

の
古
器
物
の
展
示
、
農
業
参
考
館
の
設
置
、
筑
紫
化

蝶
会
（
古
銭
）
や
八
雲
会
（
和
歌
）
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
社
会
教
育
事
業
を
展
開
し
た
が
、
館
主
廣ひ
ろ

瀬せ

玄は
る
と
し鋹
の
死
を
契
機
と
し
て
閉
館
し
た
。
福
岡
に
お

け
る
近
代
図
書
館
の
原
点
と
い
う
べ
き
蔵
書
が
、
附

属
図
書
館
の
基
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
廣
瀬
文
庫

は
、
寄
託
期
間
の
延
長
を
経
て
戦
後
に
売
買
契
約
が

成
立
し
、
九
州
大
学
の
所
有
に
帰
し
た
。
蔵
書
構
成

は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
な
か
で
も
九
州
・
福
岡
の
郷

土
資
料
に
特
色
が
あ
る
。

　
昭
和
初
期
に
は
、
福
岡
出
身
の
天
文
学
者
寺て
ら

尾お

壽ひ
さ
しが

、
引
退
後
に
伊
豆
伊
東
の
音
無
川
畔
の
閑
居

で
蒐
集
し
た
国
語
学
・
国
文
学
関
係
の
旧
蔵
書
（
音

無
文
庫
）
と
、
東
京
帝
国
大
学
国
史
学
講
座
教
授
の

萩
野
由
之
の
旧
蔵
書（
萩
野
文
庫
）が
購
入
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
九
州
で
は
得
難
い
江
戸
期
国
学
者
旧
蔵

の
稀
覯
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、
図
書
館
の
基

盤
と
な
る
べ
き
基
本
文
献
が
揃
っ
て
い
た
こ
と
も

大
き
か
っ
た
。

　
欧
州
・
日
本
を
代
表
す
る
学
者
の
蔵
書
が
蒐
集
さ

れ
る
一
方
、
九
州
・
福
岡
を
支
え
た
先
賢
た
ち
の
蔵

書
も
蒐
集
さ
れ
た
。
福
岡
の
郷
土
史
家
江え

島じ
ま

茂し
げ

逸と
し

お

よ
び
江
藤
正
澄
の
自
筆
稿
本
類
（
江
島
文
庫
・
江
藤

正
澄
関
係
資
料
）
の
ほ
か
、
八
女
の
樋
口
和
堂
、
長

崎
針
尾
島
の
楠
本
碩
水
と
そ
の
親
戚
・
親
友
の
近
藤

畏
斎
、
瀬
高
の
西
田
縮
堂
、
福
岡
の
宗
逍
遥
ら
、
漢

学
者
の
旧
蔵
書
が
相
次
い
で
収
蔵
さ
れ（
樋
口
文
庫・

碩
水
文
庫
・
近
藤
文
庫
・
西
田
文
庫
・
逍
遥
文
庫
）、

九
州
大
学
の
郷
土
資
料・漢
籍
群
の
基
盤
を
成
し
た
。

　

古
文
書
・
記
録
資
料
の
蒐
集

　
九
州
大
学
に
お
け
る
古
文
書
・
記
録
資
料
の
蒐

集
は
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
限
り
、
大
正
十
三

年
（
一
九
二
四
）、
東
京
の
古
書
店
に
買
い
取
ら
れ

そ
う
に
な
っ
た
貝
原
益
軒
書
簡
を
含
む
福
岡
藩
儒

竹
田
家
歴
代
の
書
簡
を
、
福
岡
県
立
図
書
館
と
折
半

し
て
購
入
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
後
、
附
属

『筑前名所図会』／廣瀬文庫 中央図書館所蔵

奥村玉蘭によって著された福岡を代表する地誌であり、廣瀬文庫本は福

岡市博物館所蔵稿本（奥村家本）より遡る稿本。この宗像郡「増福院・

怨霊出現図」も奥村家本と描写が大きく異なる。
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図
書
館
、
工
学
部
・
農
学
部
・
法
文
学
部
各
教
室
に

よ
り
個
別
に
蒐
集
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）、
九
州
全
般
に
わ
た
る
文
化
史
的
な
史

料
の
蒐
集
と
研
究
を
究
極
的
な
目
的
に
お
い
た
九

州
文
化
史
研
究
所
（
現
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料

館
九
州
文
化
史
資
料
部
門
）
が
設
置
さ
れ
た
。
九
州

文
化
史
研
究
所
で
は
、
法
文
学
部
法
制
史
講
座
教
授

で
あ
っ
た
金
田
平
一
郎
を
中
心
に
、
戦
時
下
に
至
る

ま
で
史
料
蒐
集
活
動
が
続
け
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
福

岡
市
内
を
始
め
九
州
各
地
の
空
襲
に
よ
り
失
わ
れ

た
史
料
の
多
く
が
、
写
本
と
し
て
残
さ
れ
て
後
世
に

伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
九
州
大
学
教
養
部
の
前
身
で
あ
る
旧
制
福
岡
高

等
学
校
で
は
、
学
生
た
ち
が
実
物
に
触
れ
る
こ
と
で

歴
史
の
何
た
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
玉
泉
大
梁
教
授
に
よ
り
歴
史
地
理
参
考
室
（
玉

泉
館
）
が
設
置
さ
れ
た
。
教
員
や
学
生
以
外
に
も
、

県
内
の
郷
土
史
家
や
蒐
集
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有

志
に
よ
り
考
古
資
料
（
現
在
、
九
州
大
学
総
合
研
究

博
物
館
所
蔵
）
や
古
文
書
が
寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
多

種
多
様
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
。

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再
発
見
と
再
構
築

　
書
物
を
蒐
集
す
る
に
あ
た
り
、
書
物
収
蔵
機
関
や

蒐
集
家
が
集
ま
り
、
古
書
店
も
多
い
東
京
に
比
べ
る

と
九
州
は
地
理
的
に
不
利
で
あ
っ
た
が
、
九
州
大
学

に
は
、
大
学
の
基
盤
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
長
期
的

視
野
に
立
っ
た
高
い
見
識
と
九
州
・
福
岡
と
い
う
地

域
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
、
貴
重
か
つ
良
質
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
蓄
積
さ
れ
、
辛
く
も
戦
災
を
免
れ
て
戦

後
の
新
制
九
州
大
学
に
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
長
い
年
月
を
経
て
由
来
が
忘
れ
ら
れ
、
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
書
庫
の
中
で
分
散
し
、
埋
没
し

て
い
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

　
伊
都
地
区
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
主
な
契
機

と
し
て
、蔵
書
の
調
査
や
整
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、

埋
も
れ
て
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
再
発
見
さ
れ
、
本

来
の
ま
と
ま
り
を
可
能
な
限
り
復
元
す
る
な
ど
、
由

来
や
価
値
に
基
づ
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
再
構
築

が
進
め
ら
れ
た
。
附
属
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の

「
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、
九
州

大
学
が
所
蔵
す
る
文
庫
・
文
書
群
な
ど
の
目
録
デ
ー

タ
を
収
録
し
、
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル

画
像
を
公
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
再
発
見
・
再

構
築
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
可
視
化
さ
せ
る
こ

と
も
企
図
し
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
な
ど
に
よ
り
、
古
い
書
物

の
中
に
眠
っ
て
い
た
多
く
の
情
報
が
、
教
育
・
研
究

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
、
書
物
の
可
能
性
を
信
じ
、
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
今
の
わ
れ
わ
れ
に
残
し
て
く
れ
た
先
人
た

ち
の
卓
見
を
、そ
こ
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

・『
九
州
大
学
百
年
史
』
第
六
巻
部
局
史
編
Ⅲ
第

二
八
編
附
属
図
書
館
、
九
州
大
学
、
二
〇
一
七

・
和
仁
か
や
・
梶
嶋
政
司
・
中
川
晃
一
『
金
田
平
一

郎
と
九
州
大
学
附
属
図
書
館
』
二
〇
一
八

・和
仁
か
や・梶
嶋
政
司・山
根
泰
志・宮
嶋
舞
美
「
金

田
平
一
郎
旧
蔵
書
」（『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究

開
発
室
年
報
』
二
〇
二
〇
／
二
〇
二
一
、二
〇
二
一
）

　
や
ま
ね
　
や
す
し
・
九
州
大
学
附
属
図
書
館
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